
記者発表資料

救急医療活動や物流を支援！
～国道５６号 宇和島道路の開通３ヶ月後の効果について～

う わ じ ま

国土交通省大洲河川国道事務所では、宇和島市内における交通混雑の緩和を

図るとともに、四国横断自動車道と接続し、広域ネットワークの形成を目的に

宇和島道路の整備を進めているところですが、平成２２年３月２７日（土）

津島高田IC～宇和島 南 IC間、延長約７．８ｋｍが開通しましたので、開通約
つ し ま た か た う わ じ ま みなみ

３ヶ月後の交通状況をお知らせします。

■宇和島方面からのお客さんから「渋滞がなくなったことで、行き帰りが非常

に便利になった。」との話をよく聞く。 『津島町 やすらぎの里』

■鮮魚運搬の方から「定時制が確保されたので大変良くなった。」との話を

よく聞く。 『愛南町役場』

・国道５６号の交通の約１／２が宇和島道路へ交通転換しました。

（現道の渋滞もなし）

開通後１ヶ月 開通後３ヶ月

現国道 11,460台/24h （全体の55%） 12,060台/24h （全体の57%）

宇和島道路 9,290台/24h （全体の45%） 8,960台/24h （全体の43%）

■市立宇和島病院への救急搬送時には、宇和島道路を利用することで安全

で短時間に搬送できるようになった。また、走行中の振動や揺れが少ない

ので救急車内での措置が可能となった。 『宇和島消防署 津島分署』

【平日混雑時】開通前２８分

【休日混雑時】開通前４４分

■現道の大型交通が宇和島道路へ転換し、騒音や大気汚染など交通環境

が改善。

・大型交通の約１／２が宇和島道路へ分散し交通環境が改善されました。

現国道 770台/24h （49%）
宇和島道路 790台/24h （51%）

※引き続き調査を実施し、整備効果を公表する予定としております。

平成２２年７月１６日

国土交通省 四国地方整備局 大洲河川国道事務所

本施策は、四国圏広域地方計画「No.5圏域の連携による発展に向けた地域力向上プロジェクト」
「No.6防災力向上プロジェクト」の取組に該当します。

問い合わせ先

国土交通省 四国地方整備局 大洲河川国道事務所 ℡0893-24-5185(代表)

副所長（道路） 泉 川 暢宏 （内線205）
いずみかわ のぶひろ

◎計 画 課 長 大西 良明 （内線261）
おおにし よしあき

◎主な問い合わせ先

開通３ヶ月後の大型交通量1,560台/24h

開通後８分（宇和島道路利用の場合）

※やすらぎの里入口交差点～宇和島南IC間



国道５６号 宇和島道路について

〔概要〕

宇和島市街部では交通混雑・渋滞が慢性化しており、周辺市町を含めた地域

全体の生活や産業にまで、深刻な影響を及ぼしてきている。

宇和島道路は、市街地に集中している交通を分散させて交通混雑・渋滞を緩

和し、安全で円滑な交通確保を図るものである。

また、「四国８の字ネットワーク」は、高規格幹線道路等のネットワーク効果を

四国内の隅々まで波及させるとともに、第三次医療機関への搬送や、南海地震

等災害時の緊急輸送道路として、大きな役割を担う必要不可欠な社会基盤であ

り、本事業はその高速ネットワーク形成の一部を担う事業として位置づけられて

いる。

平成１７年７月までに宇和島 南 ＩＣから宇和島北ＩＣまでの６．２ｋｍ間を暫定供
う わ じ ま みなみ う わ じ ま きた

用しており、平成２２年３月２７日に、宇和島市津島町高田（津島高田ＩＣ）から同
つしまちよう た か た つ し ま た か た

市保田（宇和島 南 ＩＣ）までの７．８ｋｍ間の供用を行った。
や す だ う わ じ ま みなみ

○路 線 名：国道５６号 宇和島道路

○計画区間：愛媛県宇和島市津島町岩松～宇和島市高串
つしまちよういわまつ たかぐし

○全体延長：１７．５ｋｍ（４車線：１４．０ｋｍ、２車線：３．５ｋｍ）

○構造規格：第１種第３級（自動車専用道路）

○幅員：１０．５ｍ（暫定２車線）

〔位置図〕

〔断面図〕 自動車専用道路（暫定２車線供用） 単位：ｍ

愛媛県
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宇和島道路（津島高田ＩＣ～宇和島南ＩＣ間）の開通３ヶ月後の状況
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宇和島道路整備により、愛南町～宇和島市間の救急医療活動・地場産業の物流を支援
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（調査断面）

う わ じ ま つ しま たか た う わ じ ま みなみ

○救急医療活動の「走行時の安全性の確保及び時間短縮に貢献」

○鮮魚流通などの「定時制確保による物流への貢献」

○大型車の交通量が減少したことで「騒音や大気汚染など現道の交通環境が改善」
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H22.6.23（水）開通3ヶ月

H22.5.11（火）開通１ヶ月

H21.11.18（水）開通前

交通量調査日
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救急搬送は、ほとんど
が市立宇和島病院で
あるが、安全に短時間
で搬送できるようなっ
た。また、走行中の振
動や揺れが少ないの
で、救急車内での措置
が可能となった。
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宇和島市までの搬送
時間が短縮された。
現国道の上下線が渋
滞している場合、センタ
－ライン上を一般車両
を避けながら走行して
いたが安全に走行でき
るようになった。
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水産物の運搬に係
わっている方から「定
時制が確保されたので
大変良くなった。」
松山方面へ営業で行く
方から「津島の渋滞が
無くなったことで、非常
に楽になった。」との話
を聞いている。0
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国道５６号 宇和島道路

（台/日）

供用前 供用1ヶ月後 供用3ヶ月後

18,630

11,460

断面交通量

20,750

断面交通量

21,020

12,060

9,290 8,960

【宇和島道路利用に転換】

【平日】

平成平成2222年年33月月2727日日((土土))開通（開通（L=L=7.8km7.8km））

宇和島道路
大型交通量 ７９０台/２４ｈ
（大型交通の５１％）

国道５６号
大型交通量 ７７０台/２４ｈ
（大型交通の４９％）

やすらぎの里

お客さんから「宇和島
から来るときも帰る時
も渋滞がなくなり、非常
に便利になった。」との
話をよく聞く。
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